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ベトナムのサンドイッチ「バインミー」が新開地で密かなブーム。
人気店バインミーシンチャオ（新開地4-3-1）は、ジューシーな豚肉がやみつきに。

高台にある会下山公園（兵庫区会下山町1）は、神戸有数の桜の名所。

「若手芸術家支援企画2022」の出展作家に、倉知朋之介、西川涼香＋山口芽生、村上美樹が決定！

プログラムディレクター・ウォーリー木下によるプロデュース公演が決定！
フェルディナント・フォン・シーラッハ作『テロ』を上演します。
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KAVC BACKYARD

表現の可能性をひらく
「音響」の役割
〜音響技術者に聞く、貸館支援の3つの視点〜

3
KAVCホールはこんなところ！

会場の音をバランスよく

　　　　
　　　観

客に届ける

　　　　　
表現したい舞台を

一緒につくり上げる

利用内容を具体的にイメージする
どのように舞台を利用したいか、場面を細かく想像し、実現したいこ

とを明確にしましょう。そうすることで、貸館担当や音響技術者との

コミュニケーションも円滑に！

必要な機材、図面をしっかりと確認する
万全に利用当日を迎えるために、どんな機材が必要かを貸館担当や

音響技術者と相談し、設置場所も把握しておきましょう。

幅広い用途に応じた
　　　　機材を選択する
̶̶KAVCホールは、演劇公演や音楽・ダン

スの発表会、記者会見など幅広いジャンルの催

しに利用されます。それぞれ機材選びにはどん

な違いがありますか？

表現したいことによって、適した機材は変わり
ます。音響技術者の仕事には、マイクで集音し、
それをミキサーで調整し、アンプにつないでス
ピーカーから鳴らすという過程があるんですね。
ここでは、そのなかでも「演奏する」「演じる」
「話す」すべての表現で用いるマイクを例にお
話ししたいと思います。まずは前提となるマイ
クの種類。マイクは、大きくコンデンサーマイ
クとダイナミックマイクの2つに分けられます。
コンデンサーマイクは、電源供給が必要なもの
で、湿気や振動には弱いのですが、繊細な音を
拾うことができます。一方、ダイナミックマイ
クは電源供給が不要なもので、湿気や振動にも
強くパワフルな音が出る。これらの特性を、条
件に合わせて選んでいきます。

̶̶ライブイベントや演劇公演などで、ミキ

サーを操作したり、マイク音をチェックしたり

する音響技術者の方を見かけます。そもそも「音

響」とはどんな技術なのでしょう？

音響の歩みは、PA（パブリック・アドレス）
という、電気機器によって音を拡張する技術に
はじまります。かつては戦時中の演説などにも
活用されましたが、その後はロックミュージッ
クのコンサートなど大規模会場の催しで必要な
技術になりました。近年では、SR（サウンド・
リフォースメント）と言って、音の質感や響き
を補強する技術へと発展。音の世界観を表現す
る一役を担うという意味では、音響技術者も
ミュージシャンと言えるかもしれません。と、
最初からちょっと堅い話をしてしまいましたが
（笑）、簡単にたとえると、要はミックスジュー
スをつくることと同じなんです。イチゴやバナ
ナ、牛乳などを等分に入れて混ぜたからといっ
て、必ずしもおいしいミックスジュースにはな
りません。イチゴはこのくらい、バナナはこれ

くらいと分量を調整することで、いい味わいの
ジュースになる。ライブなどの音も、声と楽器
がすべて同じボリュームで聞こえたら、調和が
取れずいい音楽にはならないでしょう？
̶̶なるほど！

加えて、演者や会場の規模、設備によっても、
その按配は変わってくるわけです。表現や環境
に応じて必要な機材を選択し、必要な調整を都
度図る。観客にバランスよく音を届けるという
のが、音響の仕事なんですね。
̶̶そんな音響技術者の方にとって、KAVC
ホールにはどんな特徴がありますか？

いわゆるコンサートホールと違って、反響板が
ない点が挙げられます。どういう影響があるか
というと、音が響きにくい。マイクなしで生の
楽器の臨場感を出すことは難しいのですが、逆
に言うと残響が少ないので、機械的なフォロー
は効きやすいんです。メインスピーカーもフル
フラットの舞台に合わせて移動できるため、さ
まざまな表現に応じられる施設だと言えますね。

演劇・ダンス・音楽の公演などに利用できるホールスペー
ス。照明、音響などの舞台設備も充実し、天井に行き渡る
バトンの縦横に機材を吊り込める。また、可動式の客席と
仮設舞台により、アクティングエリアも柔軟に設定可能。
多様な用途に対応する。

客席：ロールバック椅子 144席、スタッキングチェア88席
基本舞台：間口7間（約 12m70cm）× 奥行3間（約5m40cm）
　　　　　× 高さ2尺 1寸（約63cm）
面積： 260m2

三村正夫（みむら・まさお）

音響を手がけて40年のベテラン。10年以上にわたりKAVCの音響技術者を務め、
KAVCホール、シアターを担当している。

＼「音響」に関するあれこれを、僕が解説します！／

̶̶あらためて、音響は演者の表現を支える重

要な技術なのだと感じました。

観客が心地よく音を聞けるということは、演者
が納得のいく表現ができているということです。
たとえば、大きなライブイベントでは、バンド
に専属の音響技術者がつきます。音楽のニュ
アンスを緻密に理解して、演者にとって心地よ
い音をモニターに返す。そして、それがいい演
奏につながり、会場全体の高揚感を増幅させて
いく。そうした空気をつくることも、音響の大
事な役割なんですね。KAVCホール利用の場合
も、演劇以外は、よほどでない限り僕たちが音
響を担当しています。演劇は、練習段階から音
の生かし方を把握していないと対応できないの
で、劇団の方の乗り込みが多いのですが。
̶̶三村さんがオペレートされる場合、利用者

の方が本番を迎えるまでは、具体的にどのよう

な流れでサポートをされるのですか？

まずはどのように施設を使いたいのか、貸館担
当と打ち合わせを通して用途をヒアリングし、

使用機材を確定します。そして、サウンドチェッ
クで音質・音量のレベルやバランスを取り、今
度はリハーサルへ。それからいざ本番を迎える
という大まかな流れがありますね。ただ、やっ
ぱり音は視覚的にとらえられるものではないの
で、利用者の方に「こうしたい」と思い描くイ
メージがあっても、それを読み解くことは容易
ではありません。「南国のような」「浮いている
ような」と言っても、その感じ方には個人差が
あるじゃないですか（笑）。
̶̶一筋縄ではいかない音響を手がけるなか

で、大切にしていることをお聞かせください。

今回はKAVCホールを軸にお話ししてきました
が、会場や表現によって音響技術の生かし方は
変わるので、同じ現場はありません。だからこ
そ、一番には利用者の方とコミュニケーション
を重ね、“どんな舞台をつくりたいのか”を一
緒になって突き詰めていきたい。僕は、舞台づ
くりはチームだと思っていますよ。
 収録日：2022年2月 17日（木）KAVCにて

Photo: 守屋友樹

神戸アートビレッジセンター（以下、KAVC）では、1996年の開館以来、広く市民
の方々へ表現の機会を創出するため、施設を貸し出す貸館事業を展開しています。照

明や音響など、表現に欠かせない技術的なサポートも日々行っていますが、「どんな

機材を使えばいいかわからない……」「舞台技術って、一体どんな効果があるの？」
という利用者の方々からの声もちらほら。そこで今回は、舞台技術のなかでも、目に

見えない音を扱う「音響」に注目。KAVCホール、シアターの音響技術者を務める三

村正夫さんに、施設利用におけるサポートの工夫や、音響技術の役割について伺います。

KAVCホールの場合

KAVC FLAG COMPANY 2019 - 2020でのトークの様子。①では、KAVCホール
中央に演者が集まり、取り囲むように客席が配置された舞台設計に合わせ、ケー
ブルのないワイヤレスマイクを使用。②ではピンマイクを用いることで、両手で
資料を持ち企画説明を行うといった身振りに対応した。

音響技術を活用した貸館利用のポイント !

① ②

CASE C
話す

̶̶トークにはどんなマイクが最適ですか？
通常はSHUREのSM58というマイクを使うこ
とが多いですね。こちらは、楽器に用いる

SM57よりもローカット［06］が効いているんです。
̶̶同じシリーズでも、特性に違いがあると。

SM57もトークに使うことはありますが、日本
人よりも、どちらかというと欧米の方の発声に
合っているのかもしれません。アメリカの大統
領スピーチで、マイクが2本立っているのを見ま
せんか？　わりと風防［07］を付けたSM57が使わ
れていることがあるんですよ。SM58は内部に
スポンジが付いていて、「ハッ」と息を吐いても
ボコボコ言わず音を和らげてくれる。SM57は

内部のスポンジが薄いので、息には弱いんです。
それを、風防を付けて使っているというところ
に、何かマッチするものがあるのかなと。
̶̶マニアックな視点ですね（笑）。

脱線しましたが（笑）、登壇者の人数や、身振
りの有無によっても機材は変わります。複数人
であれば、マイクを渡すときにケーブルが邪魔
になるかもしれない。その場合はワイヤレスマ
イクを使いますし、プレゼンなどでは動きやす
いようピンマイクを使いますね。

06 ローカット…聞き取りにくい低域の音やノイズを抑制する機能
07　風防…息や風などによる雑音を防ぐため、マイクに設置するス

ポンジ状、ファー状のカバー

CASE B
演じる

̶̶演劇は生の声で行われることもありますね。

そうですね。250席以下の小規模な劇場である

KAVCホールは、マイクなしでも声は十分通り
ます。もちろん、ピンマイクを使う場合もあり
ますが、踊ったり大きな動きをしたりする際は、
衣ずれの音を拾ってノイズになることも。その
ときはヘッドセット［05］がベストですが、残念
ながらKAVCの附属設備にはありません。で
も、持ち込み機材を使うことも可能なので、ご
要望があれば柔軟に対応できますよ。

05 ヘッドセット…ヘッドホンやイヤホンとマイクが一体化した機材

CASE A
演奏する

̶̶KAVCホールは音が響きにくいとのこと

でしたが、ピアノやギターなど、楽器の生演奏

ではどうでしょうか？

KAVCで用意しているコンデンサーマイクには、
AKG［01］のC480Bというものがあります。こ
れはさきほどお話しした、繊細な音を取ること
に長けた機材。ピアノやギターはもちろん、ド
ラムのシンバルなどの集音に用いることもあり
ます。一方、コンガやバスドラムなど低域の強
い音は、SHURE［02］のSM57というダイナミッ
クマイクなどを使います。音域や音質に合わせ
て、使い分けているんですね。また、たとえば
クラシック音楽の生歌を披露する場合は、マイ
クを持ちたくないということもあり得る。その
際は、会場での声の響きがつかみやすいように、
オフマイク［03］で拾った音を演者に返し、若干
のリヴァーブ［04］音をスピーカーから鳴らすな
どの方法も考えられるかもしれません。
̶̶ミックスジュースと話されていた意味が、

よりわかってきた気がします……！

そうでしょう（笑）。

01 AKG（アーカーゲー）…1947年にオーストリア・ウィーンで
設立されたオーディオメーカー

02 SHURE（シュア）…1925年にアメリカ合衆国で設立された
オーディオメーカー

03　オフマイク…演者から離れた位置に設置して集音するマイク。一
方、声や演奏の音を近くで直接拾うマイクをオンマイクと呼ぶ

04 リヴァーブ…空間に臨場感を演出させる残響効果
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6月下旬予定
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KAVC利用者にもファンが多い老舗居酒屋・
八喜為。今年 1月に赤提灯のイメージから一変、
カフェ利用できるお洒落な新店舗を開店した。
定番の串カツはもちろん、飲茶やデザートも
楽しめるとあって、老若男女で賑わっている。

ランチはごはんの大盛り・お替り無料。冷

茶もジョッキでごくごく飲めるのが嬉しい

ですね！　日替定食がおススメですよ。

八喜為の「カフェ使いできる新店舗」
vol.16

1003（センサン）
神戸市中央区栄町通 1-1-9 東方ビル504

古書、新書のほか約 100種類のリトルプ
レスを扱う書店。印刷にこだわった雑誌
や鑑賞した映画について綴る絵日記、塩
屋の風景を描いたカルタなど、つくり手
の熱量が伝わるラインナップは圧巻。ア
トリエでの制作前に、創作のインスピ
レーションを受けてみては？

山本和馬［アシスタント］

推薦者

開放日時：月5回程度 13:30〜17:00（アトリエKAVCのWebサイトからご確認ください）

予約方法：毎月28日10:00から翌月開放日の利用予約を行います（休館日および月により変更となる場合があります）。

     お電話にてお申し込みください。※法人、営利目的でのご利用はできません

利用料金：施設使用料1,300円＋材料費900円

アトリエKAVC
Webサイトはこちら→

title: 三重野龍 / illustration: 2yang

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

リトルマガジン『###』を片手に、
アトリエKAVCで

スクリーンプリントを行う

アトリエKAVCは、KAVCの3階にあるスクリーンプリント（シル

クスクリーン）の工房です。スクリーンプリントは孔版印刷の一種で、

インクの調合や支持体を自在に変えられるため、アイデア次第で多

様な作品を制作できます。こうした技術をまとめた、リトルマガジン

『###』（メッシュ）も自主企画で発行。基本的な手法から日用品を

使った即席プリントの方法まで紹介しています。今回はアトリエの

常連で、過去にワークショップ講師も務めたイラストレーター・

2yangさんのイラストとともに、アトリエ訪問の前後に立ち寄りた

い、印刷の魅力に触れられる神戸の名書店へご案内します。

お茶とデザートのセット　500円

老若男女入り乱れ度　★★★★★

古本屋ワールドエンズ・ガーデン
神戸市灘区城内通5-6-8 1F
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八喜為 新開地南店
神戸市兵庫区新開地6-1-5 105
11:00〜22:00（水曜日休み）※緊急事態宣言・まん延防止期間は 11:00〜21:00

灘区の名物古本屋が、味わい深い風合い
が特徴のデジタル孔版印刷機「リソグラ
フ」での印刷を開始。ZINEや作品など
に使用され人気上昇中の印刷方法で、手
軽に扱えるのも◎　持ち込みの印刷も可
能。スクリーンプリントと合わせて、奥
深い印刷の世界に触れてみて。

個性的な古本屋で個性的な古本屋で
新たな印刷方法新たな印刷方法と出会うと出会う

イベント瓦版
報
特！

2019年から開催してきた舞台芸術セレクション企画
「KAVC FLAG COMPANY」を経て、今年 10月に舞台芸術
プログラムディレクターのウォーリー木下のもと、プロ
デュース公演の開催が決定しました。演目は、フェルディ
ナント・フォン・シーラッハ作の法廷劇『テロ』。ピンク
地底人3号（ピンク地底人／ももちの世界）が演出し、山
口文子（ろう俳優）と、3月に開催したろう者、難聴者、
聴者が対象のオーディションで選出された俳優が出演。公
演では、情報保障をどのように演劇公演に取り入れるかを
模索します。ピンク地底人3号は「この公演はろう文化を
背景に持つ俳優が、劇場で活躍できる場を広げていくため
の前哨戦である。同時に、聴俳優も作品を通し、ろう文化
への理解を私と一緒に深めてほしい」と語ります。

（左から時計まわりに）
倉知朋之介《チョコチップクッキー＆ミルク》（2021）
西川涼香＋山口芽生《CHOSO 60”》（2021）
村上美樹《Sock Monkey Mummies#1-3》（2021）

「若手芸術家支援企画2022」と題して、多様な表現手法で

作品を手がける3組による展覧会を開催します。出展作家
は、何気ない行動や事象、言葉などに感じる「可笑しさ」を、
造形物を用いてパフォーマンスや映像で表現する倉知朋之
介、「素材に依存しない自由な彫刻」をコンセプトとする
アートコンビ・西川涼香＋山口芽生、人との対話や物の由
来に関するリサーチを通して、記憶の場となるような立体
造形やインスタレーション作品を制作する村上美樹。
KAVCの空間を生かした三者三様の表現にご期待ください。

聴覚障がいのある人々とともにつくる、
KAVCプロデュース公演手話裁判劇『テロ』

今注目を集める関西の若手作家
3組による展覧会を開催

10月上旬予定

現在鋭意準備中の

イチ押しイベントをご紹介！

つくり手の熱量つくり手の熱量が溢れるが溢れる
書籍に刺激を受ける書籍に刺激を受ける

ART

今
回
、
取
り
上
げ
る
催
し
は
、

は
じ
ま
り
の
み
か
たvol.9 

﹁
フ
レ
ス
コ
画
を
描
こ
う
！
﹂

開
催
日
時

2
0
2
2
年
1
月
8
日︵
土
︶
13
時
〜

こ
ん
な
企
画
で
し
た
よ
↓
フ
レ
ス
コ
画
と
は
、
濡
れ
た
漆
喰
の

上
に
水
で
溶
い
た
顔
料
で
絵
を
描
く
絵
画
技
法
で
す
。
美
術
作

家
の
川
田
知
志
に
よ
る
解
説
の
後
、
参
加
者
は
漆
喰
の
左
官
、

塗
料
の
調
合
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
、
30 

cm
四
方
の
パ
ネ
ル
に

フ
レ
ス
コ
画
を
制
作
。
ま
た
、
制
作
し
た
作
品
を
、
1
月
16
日

ま
で
K
A
V
C
1
F
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
し
た
。

　

開
催
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
ま
ず
﹁
フ
レ
ス
コ

画
の
技
法
を
知
ら
な
い
人
は
、
実
行
に
至
る
ま

で
に
ど
の
よ
う
な
情
報
に
触
れ
る
の
だ
ろ
う
﹂

と
考
え
ま
し
た
。
僕
は
大
学
時
代
に
フ
レ
ス
コ

画
の
基
礎
を
教
わ
り
、
現
在
も
そ
の
技
法
を
用

い
て
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一

か
ら
自
分
で
技
法
に
臨
も
う
と
す
る
と
き
、
何

を
参
照
す
れ
ば
い
い
の
か
を
意
識
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本
屋
を
回
っ
て

み
る
と
、
棚
に
は
フ
レ
ス
コ
画
を
専
門
と
し
た

技
法
書
は
な
く
、
書
か
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

ほ
か
の
技
法
と
と
も
に
小
さ
く
記
載
さ
れ
て
い

る
程
度
。
ネ
ッ
ト
で
も
、
大
学
の
授
業
報
告
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
、
画
材
メ
ー
カ
ー
の

製
品
事
例
な
ど
、
い
く
つ
か
参
考
に
な
り
そ
う

な
資
料
は
見
つ
け
ま
し
た
が
、
技
法
と
し
て
ま

と
ま
っ
た
記
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
販
サ
イ
ト

で
は
、
探
し
て
よ
う
や
く
目
ぼ
し
い
中
古
本
が

見
つ
か
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
当
時
の
定
価
か
、

そ
れ
よ
り
も
少
し
高
い
値
段
で
売
ら
れ
て
い
ま

し
た
︵
僕
の
愛
用
書
が
1
0
0
円
ほ
ど
で
売

ら
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
複
雑
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
…
…
︶。
調
べ
て
い
く

と
、﹁
フ
レ
ス
コ
画
﹂
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
る
美
術
作
家
は
多
い
も
の
の
、
そ
の
描
き
方

を
知
ら
な
い
人
が
一
定
数
い
る
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
事
実
に
納
得
が
い
き

ま
し
た
。
テ
ン
ペ
ラ
画
な
ど
の
ほ
か
の
絵
画
技

法
と
混
同
さ
れ
る
の
も
、
技
法
を
知
る
上
で
参

照
さ
れ
る
作
品
群
が
歴
史
的
に
近
い
時
期
に
制

作
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
僕
自
身
も
こ

の
技
法
に
出
会
う
ま
で
は
、
そ
う
し
た
背
景
を

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

フ
レ
ス
コ
画
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
水
分
が

重
要
で
す
。
温
暖
で
雨
の
少
な
い
イ
タ
リ
ア
で

成
立
し
た
技
法
を
日
本
で
適
応
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
、
ど
う
し
て
も
合
わ
な
い
部
分
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
気
候
が
高
温
多

湿
・
低
温
少
湿
だ
か
ら
。
大
気
中
の
湿
度
、
支

持
体
に
ど
れ
だ
け
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
か
に

よ
っ
て
、
制
作
の
仕
方
に
は
違
い
が
生
じ
ま
す
。

冬
の
屋
外
で
は
漆
喰
が
凍
り
、
高
低
差
の
あ
る

壁
面
で
は
乾
燥
時
に
ム
ラ
が
出
ま
し
た
。
い
か

な
る
環
境
で
も
同
じ
状
態
を
保
つ
た
め
に
は
、

場
所
に
応
じ
た
微
調
整
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一

度
定
義
づ
け
て
も
、
方
法
が
変
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
、
昨
今
技
法
書
が
更
新
さ
れ
な
い
理
由

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
通
り
に
行
っ
て

も
、〝
な
ん
か
違
う
〞
が
必
ず
起
こ
り
ま
す
。

そ
の
〝
な
ん
か
違
う
〞
と
の
付
き
合
い
方
が
、

制
作
で
は
大
切
な
の
で
す
。

　

本
稿
を
書
き
な
が
ら
、
今
回
は
、
限
り
な
く

手
軽
に
で
き
る
制
作
方
法
を
提
案
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
ご
自
身
で
挑
戦
さ

れ
た
方
た
ち
へ
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
環
境

で
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
空
調

は
効
い
て
い
ま
す
か
？　

ど
ん
な
支
持
体
を
選

び
ま
す
か
？　

漆
喰
は
ど
の
く
ら
い
の
硬
さ
で

す
か
？　

そ
ん
な
投
げ
か
け
か
ら
、
周
辺
環
境

を
体
感
し
な
が
ら
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
技
法
の
面
白
い
と
こ
ろ
は
、
画

面
に
毎
回
異
な
る
表
情
が
現
れ
る
点
。
も
し
失

敗
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
暮
ら
し
が
滲
み
出

た
独
自
の
表
現
と
読
み
替
え
る
こ
と
も
で
き
る

で
し
ょ
う
。
そ
こ
が
こ
の
技
法
の
〝
な
ん
か
良

い
〞、
刺
激
的
な
部
分
で
す
。

今
号
の
レ
ビ
ュ
ア
ー

川
田
知
志
さ
ん

 

［
美
術
作
家
］

左から、岡村（KAVC）、船川、中川（KAVC）

1階 KAVCギャラリー《Hey, _ （挨拶のための待合室）》

植物や蒸留器などのほか、会場をリアルタイムで映し出して背景に神戸港、再度山、湊川隧道、島、
風穴の映像をクロマキー合成するモニターが置かれている。中央のソファの前にはマイクが設置さ
れており、ここで作家自身が来場者との会話を試みる。

取材日：2022年2年20日（日）KAVCにて
Photo：守屋友樹

　船川によると、これら 1階ギャラリーに並んだ装置は、
鑑賞者が言葉に置き換え、コミュニケーションをとって理
解できるものだという。その顕著な例が、植物だった。
20種ほどの植物は、本展の運営サポーターを対象に行っ
た「育ててみたい植物は？」というアンケートに基づいて
集められた。これはどんな植物か、元気かどうか、花は咲
いているか、といったサポーターや来場者たちの会話に、
「自然の尺度」が表れているのだ。

　続いて、地下 1階のシアターは、「風穴」と「無人島」
をモチーフにした映像インスタレーション。《波（冷やす）》
《風穴（温める）》《凪》と題された3つのシークエンスで
構成される映像に合わせて電熱ヒーターが作動し、会場内
の冷たい空気と温かい空気が循環する仕組みになっている。
風穴とは洞窟の一種で、気温や気圧の変化により大気循環
が生じ、夏には冷たい風が、冬には温かい風が吹き出す山
腹の横穴のこと。船川は、これまでにも度々モチーフに用
いてきたが、風穴のなかで循環し続ける大気もまた彼の言
う「天気や自然の“句読点が打てない”感じ」を象徴する
もののひとつなのだろう。
　会場には、もうひとつ「循環」を表すもの、つまり「句
読点が打てない感じ」の指標となるものがある。それは、
映像を投影するスクリーンに用いられた、半透明のポリエ
チレンシートだった。「このポリエチレンシートは化石燃
料からつくられているので、もとをたどれば動植物の死骸。
それがひらひらとしたシートに成り代わるんですね。そう
考えると、プラスチックも自然の一部だと言えます」と、
船川は語る。このようなシアターの展示では、「自然の尺度」
を体感する展示が目指されている。

　スタジオ3には、大きなガラスケースが置かれ、船川が
無人島で採集した漂流物̶̶たとえば、貝殻や動物の骨、
もはや原型をとどめないプラスチック製品など̶̶が収め
られた。ガラスケースにはスピーカーが装着されていて、
ミュージシャン・さや（テニスコーツ）が制作した楽曲「あ
なたとわたしはおなじ」が流れている。歌っているのは本
展の運営サポーターのみなさん。譜面台に置かれた歌詞を
見れば鑑賞者も一緒に歌えるが、マイクに向かって歌って
みると微かにハウリングしていることに気づく。これは船
川が意図的に行った配置によるもので、スピーカーとマイ
クの間を音が循環し続けているという。船川の詩作
《U-taut》から引用された「あなたとわたしは同じ　あな
たとあなたは同じ」という不思議な歌詞が延々と続く。

　「コンセプトを理解する手続きがいらないコンセプチュ
アルアート」。審査員・遠藤水城氏は、本展をそう評した。
　
　本展で船川は「自然の尺度」を展示室に取り入れようと
したという。「僕たちは、海水が蒸発して大気になり、再
び地上に落ちてきたものを“雨”だと認識しますが、それ
は、知識や技術によってものごとを受容する“人間の尺度”。
自然の尺度で考えてみると、海と雨にも違いはないのかも
しれない。そうした天気や自然の“句読点が打てない”感
じに興味があるんです」
　この「自然の尺度」は、会場の随所に表れた。たとえば、
1階ギャラリーに置かれた大きなフラスコは蒸留器になっ
ていて、フラスコに入った海水が熱せられ、塩と真水に変
化していく。壁際に吊るされたカーテンは、干潮と満潮の
海景や、夏山と冬山の写真がプリントされていて、一定の
時間で干潮から満潮へ、満潮から干潮へと図像が入れ替わ
る仕掛けになっている。また、会場の照明は、KAVCの屋
上に置かれた気象観測機とリアルタイムで連動し、その
時々の気象条件に応じて暖色や寒色に変わっていく。 　そして、地下 1階チケットブースで手渡されるのが、フ

ランス文学者で音楽家の鈴木創士が本展のために書き下ろ
した「無人島への手紙」である。そこでは、船川が本展を
つくるにあたって手がかりのひとつとしたという、中世の
神学者、ドゥンス・スコトゥスが唱えた概念〈このもの性〉
について触れられている。このテキストとスタジオ3に流
れる歌は、展示全体を補完するものとして用意されたとい
う。テキストにはこう書かれている。「（前略）そんな寂しい
土地にいると、砂、岩、草、老木、そして君自身も個体で
あることを感じざるを得ない。それらが君に語りかけてく
る。（中略）一人で無人島にいて、君は君自身になったのだ」

　ここまで会場の様子を説明してきたが、この展示は、言
葉で説明すればするほどに、会場に立ったときの印象から
遠ざかっていくのかもしれない。たとえば、植物を介した
会話、照明の色の変化や空気の流れを感じること、歌を歌
うこと̶̶細かい説明がなくとも、会場全体の印象をその
まま受け取れることにこそ、この展示の魅力がある。まさ
に遠藤氏の言葉通り、「理解する手続きがいらないコンセ
プチュアルアート」なのであり、本展そのものが「句読点
を打てない」状態になっているのだ。
　さて、このような展示を船川と岡村・中川はどのように
組み立てていったのだろう。「船川さんの考えや感覚を理
解するために、私たちと船川さんにサポーターのみなさん
を加え、神戸市内の山でフィールドワークを行いました。

それを経て、展示空間でも鑑賞者自身が“自然の尺度”を体感できる仕掛
けをつくれないかと船川さんに提案したんです」と岡村が振り返る。
KAVCの屋上に気象観測機を設置してデータを集め、展示空間で光や音に
変換するというアイデアはそこから生まれたものだった。「船川さんが私
たちの提案をどんどん受け入れてしまうことが実は不安でした。言語化で
きないものがどう形になるかオープンまで未知数で」「あるときから自分
の言葉や感覚に引き寄せて理解しようとすることをやめましたね」と語る
岡村と中川に、船川が答える。「自分のプランがすべて変わってもいいと
いうおおらかな態度で臨むことが僕の挑戦でした。KAVCは特色ある公共
性を持つ場所なので、自分の制作もそれに応じる必要があると思ったんで
す。岡村さんがその公共性につなげてくれました」。言葉では共有しがた
い「自然の尺度」を、さまざまな技術を用い、サポーターたちを巻き込み、
鑑賞者が体験できる形に変換していくこと。船川の試みは、会場に立ち現
れた言葉で受け止められないもの、何か太古の学問に触れるような不思議
な感覚に結実していた。 

4回目の開催となった、30代から40代の芸術家を対象とする公募プログラム
「ART LEAP」。2021年度は、審査員にキュレーターの遠藤水城氏を迎え、
美術作家・船川翔司を選出しました。約半年間の制作期間を経て2022年2月に
開催された展覧会を、作家・船川とKAVC美術担当・岡村、
アシスタント・中川の言葉を手がかりに、振り返っていきます。

KAVC REPORT

船川翔司 個展『Hey, _ 』  誌上ギャラリーツアーツアー
ART LEAP 2021

ART LEAP 2021　
船川翔司 個展『Hey, _ 』
会期：2022年2月19日（土）〜3月13日（日）12:00〜19:00
会場：神戸アートビレッジセンター（1階・KAVCギャラリー、地下1階・
KAVCシアター、スタジオ3）

船川翔司　Shoji Funakawa
1987年鹿児島県生まれ。大阪府在住。特定の環境や状況から得た経験に基づ

く作品を、多様な手法を用いて発表している。美術表現のみならず、音楽や

パフォーマンス分野など活動の幅は多岐にわたる。近年の展覧会・公演に、「秋

田」BIYONG POINT（秋田、2019年）、「THE ヨエロ寸 -尋-」VOU（京
都、2021年）、RIGA PERFORMANCE FESTIVAL: STARPTELPA（ラ

トビア共和国、2021年）などがある。

地下1階 KAVCシアター

《Hey, _ （可塑の旗）》

会場内には、送風機、ヒーター、
光ファイバーLEDライト、テス
ラコイルが設置されており、それ
ぞれが上映される映像やその日の
気象情報に連動して作動する。

地下1階 チケットブース　「無人島への手紙」文・鈴木創士

来場者が持ち帰ることのできる手紙。フランス文学者であり音楽家で
もある鈴木創士が本展のために書き下ろした。

1階 窓ガラス　《U-taut》
「朝は朝、干潮は干潮、蒸留器は蒸留器、スナメリはスナメリ」といった存在を確認するための
呼びかけが痕跡として文字で記されている。ちなみにスナメリとは海洋哺乳類で、本展では骨と
なってスタジオ3のガラスケースに収められている。

地下1階 スタジオ3《U-taut》
会場中央に置かれたガラスケースに
は、ストームグラスや漂流物など船
川が各地へリサーチに赴くなかで採
集したものが収められている。側面
にはスピーカーが埋め込まれており、
楽曲「あなたとわたしはおなじ」が
流れている。写真はケース内のス
トームグラスや漂流物。
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2022年 10月にピンク地底人3号さん（ピンク地底

人・ももちの世界）の演出でプロデュース公演を

開催することが決まりました。このコメントを書

いている現在、二次審査に進む参加者の方々も決

定し、お会いできるのを心待ちにしているところ

です。「KAVC FLAG COMPANY」が2019年には

じまって、3年が経ちます。たくさんの想いを紡い

できたプログラムの集大成とも言える今回のプロ

デュース公演。新型コロナウィルス感染症の影響

でまだまだ公演延期が相次ぐなかだからこそ、た

くさんの声を聞きながら、常にお客様・社会に対

して「問いかけ」を続けていきたいと思います。

VOICE 02

平川光江

 ［演劇・ダンス事業担当］

AVCに勤めはじめてから四半世紀が経ちまし

た。人生の半分以上だと考えるととても感慨深

いです。私がはじめてKAVCに来たのは、1996年に展

覧会を観に訪れたとき。当時の新開地はまだ震災の爪痕

が残り、空き地やプレハブで営業するお店も見られまし

た。そんななかで、真新しいKAVCの建物が、一際目立っ

ていたことが印象に残っています。お昼に近くのお店で

ごはんを食べていると「にーちゃんビール飲むか？」と

おっちゃんが持ってきました。あのとき飲んだビール

の味は今でも忘れられません！　あれから26年が経ち、

まちはきれいになり当時の雰囲気とはずいぶん変わりま

したが、それでもここは「湊川新開地」。120年ほど前

はまだ川の流れていた場所です。大きな繁栄と衰退を経

験し、多様な文化が混在する魅力的な土地です。川の流

れのように、時代とともに変わり続けていく神戸の小さ

な芸術村は、次の25年に向けて動きはじめました。まだ

見ぬ未来に向かって穏やかに、この身をまかせながら新

開地とKAVCを見続けることができればと感じています。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、2020年

からオンライン似顔絵屋「LUX」（lux-lux.jp）などで活動中！
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K AVCのいま

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分

ア
ク
セ
ス

K

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

林正樹 ［事業チーフ］
娘がアレクサで算数の答え合わせをしていた。新
スタートレックに憧れた世代としては、まさにネ
クストジェネレーションを感じた。

執筆者

おことわり

新型コロナウィルス感染拡大防止に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染拡大の今後の動向によっ
て、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは延期
が想定されます。最新状況につきましては決定次
第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　

広報誌『ART VILLAGE VOICE』

の 100号目、節目の発行を迎え

ました。過去の、特に25年前、開

館から間もない頃の『VOICE』を見

てみると、今や誰もが知っている俳

優やアーティスト、監督、演劇人の記

事が並んでいることに驚かされます。KAVCの

歩みを表す、今や大変貴重な資料なのだと感じ

ました。さて、これから先の未来に、KAVCを

記録した『VOICE』は、どう映るでしょ

うか。これからも、神戸アートビ

レッジセンターという場所に集ま

る『VOICE』を多くの方々に届ける

ことができますように。

VOICE 01

野澤美希 
[広報担当 ]


